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１．はじめに 

 舗装の分野においては，舗装の健全度を評価する目的で路面性状測定車や FWD 等の非破壊試験が使用され

ている。幹線道路においては，その重要性から比較的測定費用が高価な路面性状測定車や FWD による舗装診

断が適用可能であるものの，市町村道への適用については費用的な観点等から困難な場合が多い。しかし，市

町村道の道路延長は，100 万 km を超え総延長の 80%以上（林道，農道を除く）を占めており，適切な既存ス

トックの評価・管理が必要と言える。また，既存ストックに対する補修費は，近年になって伸び率が鈍化する

傾向にあり，それに加え技術者不足が問題視されるなど既存ストックの評価・管理を取り巻く状況は厳しいと

言える。そこで，本検討では比較的交通量の少ない市町村道等のアスファルト舗装を念頭に置き，コンクリー

ト構造物の診断で活用されている取扱いが容易な非破壊試験機によるアスファルト混合物の測定・評価を行っ

たので，得られた知見について述べる。 

２．検討内容 

本検討では，コンクリート構造物の評価に活用されている非破壊試験機を用いて，劣化 1），締固め条件を変

化させた供試体を測定するとともに，アスファルト混合物の弾性係数を室内で確認する代表的な手法として用

いられているアスファルト混合物のレジリエントモデュラス試験 2）（以下：Mr という）との関係を確認した。 

2-1．測定に用いた試験機と評価方法 

測定に用いた試験機と評価方法は，表－1

に示すとおりである。機械 Impedance3）とは，

図－1に示すように，ハンマーが混合物を打

撃した際に生じる加速度応答から求めるも

のである。また，加速度の最大値を境として

ハンマーが混合物を押している状態：VAと，

混合物がハンマーを押し戻す状態：VR の面

積比についても解析を行った。 

一方，Q 値とはハンマーが，混合物にイン

パクトした後の速度をインパクト前の速度

で除して求めるものである。 

2-2．試験条件 

本検討では，表－2に示す室内で作製した

30×30×5cm の 3 種類の密粒度アスファルト

混合物(13)を用いて，機械 Impedance と Q 値

の測定を行った。また，同様の条件でφ101.6

×63.5mm の供試体により Mr 試験も行い，

機械 Impedance と Mr，Q 値と Mr との関係を

確認することとした。 
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表－1  測定に用いた試験機と評価値 

名称 評価値 評価方法 

コンクリートテスターCTS-02 機械 Impedance 加速度応答による評価

シルバーシュミット Q 値 反発速度比による評価

表－2  試験に用いた密粒度混合物の種類と温度条件 

名称 
供試体温度（℃） 

備考 
0 10 20 30 40 

新規（締固め度 100%） 〇 〇 〇 〇 〇  

新規（締固め度 93%） 〇 〇 〇 〇 〇  

劣化（締固め度 100%） 〇 〇 〇 〇 〇 室内劣化混合物

図－1  機械 Impedance の概念 
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図－2  温度と機械 Impedance 図－3  Active，Reactive 領域の比較 図－4  温度と Q 値

  図－5  温度と Mr 図－6  機械 Impedance と Mr 図－7  Q 値と Mr

３．検討結果  

3-1．非破試験機による試験結果 

コンクリートテスターから直接得られる機械 Impedance と温度の関係を図－2に示す。いずれの混合物とも

温度が高くなるに従い，機械 Impedance が低下する傾向を示している。また，室内劣化させた混合物は，新規

混合物よりも値が大きく，締固め度を 93%とした新規混合物は，締固め度 100%のものよりも小さな値が得ら

れている。次に，各温度における VA と VRの面積比（VA／VR）を図－3 に示す。新規(100%)と劣化(100%)の

混合物は，温度が高くなるに従い Active 領域が減少する傾向が見受けられるものの，締固め度が 93%の新規

(93%)は，バラツキが大きく明確な傾向が認められない。また，シルバーシュミットで求まる Q 値と温度の関

係は，図－4に示すように前述した機械 Impedance と同様にいずれの混合物においても温度が高くなるに従い，

Q 値が低下するという類似の結果が得られた。これらの試験結果より，いずれの試験機においてもアスファル

ト混合物の物性が把握できる可能性が示唆されたものと考える。 

3-2．レジリエントモデュラス試験との関係 

Mr の試験結果を図－5 に，機械 Impedance と Mr の関係を図－6 に，Q 値と Mr の関係を図－7 に示す。Mr

は，締固め度や劣化の有無により異なる傾向が窺える。また，機械 Impedance と Q 値は，いずれも Mr との相

関が確認できる。以上の結果から，例えば実道で目視調査等に機械 Impedance や Q 値の評価を加えることで，

アスファルト混合物層の評価（均一性やバラツキ）や健全部と破損部の舗装応答の違いにより，破損個所の特

定や程度を評価するための一助になるのではないかと考える。 

４．おわりに  

  本検討では，室内試験によりコンクリート構造物の評価等で用いられている非破壊試験機によるアスファル

ト混合物への適用性を試みた結果，Mr との相関性が確認できた。今後は，実路における測定も行いアスファ

ルト舗装診断への適用性について引続き検討を行っていく所存である。 
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